
日
本
学
士
院
賞

　受
賞
者

　
　鈴す

ず

　木き

　啓
け
い

　介
す
け

専
攻
学
科
目

　
　有
機
合
成
化
学

生

　年

　月

　
　昭
和
二
九
年

　六
月

略

　
　
　歴

　
　昭
和
五
三
年

　三
月

　
　東
京
大
学
理
学
部
化
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　同

　五
八
年

　三
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

　
　
　
　
　
　
　同

　五
八
年

　三
月

　
　理
学
博
士

　
　
　
　
　
　
　同

　五
八
年

　四
月

　
　慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
助
手

　
　
　
　
　
　
　同

　六
二
年

　四
月

　
　慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
講
師

　
　
　
　
　
　
　平
成

　元
年

　四
月

　
　慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　
　二
年

　三
月

　
　ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学
客
員
助
教
授
（
平
成
三
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　
　六
年

　四
月

　
　慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　
　八
年

　四
月

　
　東
京
工
業
大
学
理
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　一
〇
年

　四
月

　
　東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
二
年

　六
月

　
　ド
イ
ツ
・
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
大
学
客
員
教
授
（
平
成
二
二
年
八
月
ま
で
）

三

日
本
学
士
院
賞

　受
賞
者

　
　近こ

ん

　藤
ど
う

　
　
　豊

ゆ
た
か

専
攻
学
科
目

　
　地
球
大
気
環
境
科
学

生

　年

　月

　
　昭
和
二
四
年
一
一
月

略

　
　
　歴

　
　昭
和
四
七
年

　三
月

　
　東
京
大
学
理
学
部
地
球
物
理
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　同

　四
九
年

　三
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了

　
　
　
　
　
　
　同

　五
一
年
一
〇
月

　
　名
古
屋
大
学
空
電
研
究
所
助
手

　
　
　
　
　
　
　同

　五
二
年

　四
月

　
　理
学
博
士

　
　
　
　
　
　
　平
成

　元
年

　四
月

　
　名
古
屋
大
学
空
電
研
究
所
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　
　二
年

　六
月

　
　名
古
屋
大
学
太
陽
地
球
環
境
研
究
所
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　
　四
年

　四
月

　
　名
古
屋
大
学
太
陽
地
球
環
境
研
究
所
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　
　七
年

　四
月

　
　名
古
屋
大
学
太
陽
地
球
環
境
研
究
所
附
属
母
子
里
観
測
所
長
（
併
任
、
平
成
一
二
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　一
二
年

　四
月

　
　東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　二
三
年

　四
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
教
授
（
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
三
年
一
二
月

　
　大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
極
地
研
究
所
客
員
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　二
七
年

　四
月

　
　大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
極
地
研
究
所
特
任
教
授
（
現
在
に
至
る
）

四



位
請
求
論
文
）、
平
成
五
年
一
月

一
一
．

　
「『T

ajikh-I G
hazani

』
と
『
集
史
』「
モ
ン
ゴ
ル
史
」」（
平
成
五
〜
七
年
度
科
研
費
総

合
研
究
A
研
究
成
果
報
告
書
）、
平
成
八
年
三
月
、
一－

一
九
頁

一
二
．

　
「
モ
ン
ゴ
ル
と
ペ
ル
シ
ア
語
史
書：

遊
牧
国
家
史
研
究
の
再
検
討
」『
岩
波
講
座
世
界

歴
史
巻
一
一
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
統
合
』、
平
成
九
年
一
一
月
、
二
四
九－

二
七
三

頁

一
三
．

　
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
支
配
と
東
西
世
界
の
交
流
」『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
』
九
、
同
朋

社
、
平
成
一
二
年
四
月
、
一
〇
五－

一
一
九
頁

一
四
．

　
「
ガ
ザ
ン
・
カ
ン
が
詳
述
す
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
遊
牧
部
族
連
合
」『
東
洋
史
研
究
』
六
〇

－

二
、
平
成
一
三
年
九
月
、
四
〇
五－

四
五
六
頁

一
五
．

　

“
T
w
o Im
portant Persian Sources of the M

ongol E
m
pire”, in E

tudes M
ongoles 

et Siberienes, Paris, 1997, pp. 221-224.

（
そ
の
他
史
料
紹
介
、
学
会
発
表
は
省
略
）

一
八

理
学
博
士
鈴
木
啓
介
氏
の
「
高
次
構
造
天
然
有

機
化
合
物
の
合
成
に
関
す
る
研
究
」
に
対
す
る

授
賞
審
査
要
旨

　有
機
合
成
化
学
は
、
入
手
し
や
す
い
簡
単
な
分
子
か
ら
出
発
し
、
炭
素
骨
格

の
組
み
替
え
や
官
能
基
の
変
換
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
複
雑
で
有
用
な
分
子
を
構

築
す
る
科
学
技
術
で
あ
る
。
基
礎
学
術
と
し
て
も
産
業
基
盤
と
し
て
も
極
め
て

重
要
性
が
高
く
、
そ
の
進
展
は
新
た
な
分
子
の
創
製
に
つ
な
が
る
と
共
に
、
そ

れ
を
通
じ
て
生
命
科
学
、
物
質
科
学
な
ど
の
周
辺
諸
分
野
へ
多
大
な
波
及
効
果

が
あ
る
。

　鈴
木
啓
介
氏
は
、
有
機
合
成
化
学
の
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
複
雑
な
構

造
を
有
す
る
生
理
活
性
天
然
有
機
化
合
物
の
全
合
成
と
、
そ
れ
に
関
連
し
た
合

成
反
応
の
開
拓
に
先
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。鈴
木
氏
の
研
究
の
特
徴
は
、

新
た
な
合
成
反
応
を
自
ら
開
発
し
、
そ
れ
ら
を
縦
横
に
駆
使
し
て
標
的
分
子
の

合
成
を
実
現
す
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
反
応
開
発
の
面
で
は
、
ル
イ
ス
酸

や
ベ
ン
ザ
イ
ン
な
ど
の
反
応
活
性
種
を
活
用
し
て
斬
新
な
立
体
制
御
法
や
骨
格

構
築
法
を
開
発
し
、
実
践
的
な
精
密
合
成
反
応
へ
と
仕
上
げ
て
き
た
。
一
方
、

全
合
成
研
究
の
面
で
は
、
多
く
の
不
斉
中
心
や
官
能
基
を
有
す
る
複
雑
精
緻
な

構
造
（
高
次
構
造
）
を
も
つ
標
的
化
合
物
に
取
り
組
み
、
独
自
の
方
法
で
合
成

的
課
題
を
克
服
し
、
複
合
糖
質
や
多
環
式
化
合
物
な
ど
の
天
然
有
機
化
合
物
の

全
合
成
に
お
い
て
世
界
を
牽
引
す
る
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
以
下
、
主
な
研
究

業
績
の
概
略
を
示
す
。

(1)

　転
位
反
応
を
用
い
た
立
体
制
御
に
関
す
る
研
究

　有
機
分
子
の
変
換
に
は
、
炭
素
原
子
の
周
辺
の
化
学
結
合
を
選
択
的
に
組
み

替
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
加
え
て
三
次
元
構
造
を
有
す
る
有
機
分
子
に
つ

い
て
は
、
望
み
の
立
体
異
性
体
を
選
択
的
に
生
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
鈴
木

氏
は
、
こ
の
課
題
に
対
し
て
転
位
反
応
を
駆
使
し
た
合
成
手
法
を
開
発
し
た
。

す
な
わ
ち
、
ピ
ナ
コ
ー
ル
転
位
な
ど
の
一
、
二－

転
位
反
応
は
カ
チ
オ
ン
経
由

の
ラ
セ
ミ
化
を
伴
う
た
め
、
か
つ
て
は
鎖
状
化
合
物
の
不
斉
合
成
に
は
不
向
き

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
氏
は
こ
の
定
説
を
覆
し
、
ル
イ
ス
酸
を

用
い
た
一
、
二－

転
位
反
応
が
立
体
特
異
的
に
進
行
す
る
こ
と
を
見
出
し
、
そ

れ
を
活
用
し
て
光
学
活
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
や
抗
腫
瘍
性
物
質
な
ど
の
不
斉
全
合
成

を
実
現
し
た
。
ま
た
、
環
状
化
合
物
の
立
体
選
択
的
構
築
法
に
関
し
て
も
、
金

属
錯
体
や
複
素
環
化
合
物
の
特
性
を
活
用
し
、
第
四
級
不
斉
炭
素
の
立
体
選
択

的
構
築
を
含
む
有
効
な
方
法
を
開
拓
し
、
抗
菌
性
化
合
物
な
ど
の
全
合
成
を
達

成
し
て
い
る
。

一
九



(2)

　複
合
糖
質
の
合
成
と
グ
リ
コ
シ
ル
化
反
応
に
関
す
る
研
究

　生
理
活
性
化
合
物
に
お
い
て
は
、
糖
質
の
存
在
が
生
理
活
性
発
現
の
鍵
を
握

る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
、
鈴
木
氏
は
複
合
糖
質
の
合
成
に
関

連
し
て
有
用
な
方
法
論
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
全
合
成

を
達
成
し
た
。
ま
ず
、
ル
イ
ス
酸
と
し
て
ハ
フ
ニ
ウ
ム
の
カ
チ
オ
ン
性
錯
体
を

用
い
、
反
応
性
に
優
れ
たO

－

グ
リ
コ
シ
ル
化
反
応
を
開
発
し
、
こ
れ
を
利
用

し
て
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
抗
生
物
質
の
全
合
成
を
達
成
し
た
。
こ
の
斬
新
な
反
応
は

Suzuki

法
と
し
て
、
細
胞
表
層
の
生
化
学
の
関
連
で
重
要
な
オ
リ
ゴ
糖
鎖
の
合

成
に
繁
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
七
〇
年
頃
か
ら
新
た
に
見
出
さ
れ
、
注

目
さ
れ
て
い
る
ア
リ
ー
ルC

－

グ
リ
コ
シ
ド
抗
生
物
質
の
合
成
に
お
い
て
も
顕

著
な
成
果
を
挙
げ
た
。
中
で
も
芳
香
環
と
糖
と
の
結
合
法
と
し
て
、
生
合
成
に

ヒ
ン
ト
を
得
た
反
応
（O

↓C

グ
リ
コ
シ
ド
転
位
反
応
）
を
開
発
し
、
こ
れ
を
駆

使
し
て
ギ
ル
ボ
カ
ル
シ
ン
、
サ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
な
ど
の
抗
腫
瘍
性
抗
生
物
質
の

合
成
を
完
成
し
た
。
こ
の
反
応
は
国
内
外
の
研
究
者
に
よ
り
天
然
物
合
成
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

(3)

　多
環
式
化
合
物
の
合
成
に
関
す
る
研
究

　鈴
木
氏
の
合
成
研
究
は
、
種
々
の
多
環
式
構
造
を
有
す
る
天
然
有
機
化
合
物

に
も
向
け
ら
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
生
理
活
性
物
質
の
宝
庫
で
あ
る
Ⅱ
型
ポ
リ
ケ

チ
ド
生
合
成
経
路
に
よ
り
産
生
さ
れ
る
多
環
式
構
造
群
に
、
合
成
研
究
を
展
開

し
た
。
こ
れ
ら
の
化
合
物
群
は
、
高
度
に
酸
化
さ
れ
、
多
く
の
不
斉
中
心
を
有

す
る
た
め
、
そ
の
合
成
は
困
難
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
同
氏
は
高
反
応
性

化
学
種
べ
ン
ザ
イ
ン
の
迅
速
発
生
法
を
開
発
し
、
斬
新
な
多
環
構
造
の
合
成
法

を
確
立
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
不
斉
中
心
を
有
す
る
多
環
構
造
の
立
体
選
択
的

構
築
の
た
め
、
立
体
選
択
的
な
ピ
ナ
コ
ー
ル
環
化
反
応
や
不
斉
べ
ン
ゾ
イ
ン
環

化
反
応
な
ど
を
開
発
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
カ
テ
キ
ン
系
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
類
の
分
野
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
化
合
物
群
は
天
然
に
広
く

存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
化
学
的
に
不
安
定
で
取
扱
い
が
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
純
粋
な
化
合
物
の
取
得
は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
鈴
木
氏
は
こ
れ

ら
の
化
合
物
群
の
単
量
体
お
よ
び
オ
リ
ゴ
マ
ー
を
純
粋
か
つ
自
在
に
合
成
す
る

道
を
開
き
、
こ
の
分
野
に
新
境
地
を
切
り
開
い
て
い
る
。

　以
上
の
よ
う
に
、
鈴
木
啓
介
氏
は
有
機
合
成
化
学
研
究
、
特
に
生
理
活
性
天

然
有
機
化
合
物
の
全
合
成
の
分
野
に
お
い
て
独
自
の
研
究
を
展
開
し
、
生
命
科

学
、
物
質
科
学
な
ど
周
辺
諸
分
野
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
顕
著
な
成
果
を
挙
げ

た
。
こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
り
有
機
合
成
化
学
協
会
賞
（
平
成
一
五
年
）、
文
部
科

学
大
臣
表
彰
科
学
技
術
賞
（
平
成
一
八
年
）、
日
本
化
学
会
賞
（
平
成
二
一
年
）、

フ
ン
ボ
ル
ト
賞
（
平
成
二
一
年
）、
紫
綬
褒
章
（
平
成
二
二
年
）
な
ど
が
授
与
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
よ
り
二
年
間
、
有
機
合
成
協
会
会
長
を
務
め

た
。

二
〇

主
要
論
文
、
総
説
及
び
著
書

Ⅰ
．
主
要
論
文

1．

　K. Suzuki, K
. T
om
ooka, E

. K
atayam

a, T
. M
atsum

oto, and G
. T
suchihashi. Ste-

reocontrolled A
sym
m
etric T

otal Synthesis of Protom
ycinolide IV

, J. A
m
. C
hem
. 

Soc., 108, 5221-5229 (1986).

2．

　T. M
atsum

oto, H
. M
aeta, K

. Suzuki, and G
. T
suchihashi, F
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otal Synthesis 
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 and V
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ew
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lycosidation R
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etrahedron L

ett., 29, 3575-3578 (1988).

3．

　T. M
atsum

oto, M
. K
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. Suzuki, N
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 A
pproach to C

-A
ryl G
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 Phenol and G
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luoride. L

ew
is A
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. Jona, and K
. Suzuki, C

onvergent T
otal Synthesis 

of V
ineom

ycinone B
2 M
ethyl E
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　T. M
atsum

oto, T
. H
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ew
 E
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. H
osoya, and K
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. C
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. Soc., 114, 3568-3570 

(1992).

7．

　T. Saito, T
. Suzuki, C

. A
kiyam

a, T
. O
chiai, K

. T
akeuchi, T

. M
atsum

oto, and K
. 

Suzuki, T
otal Synthesis of the F
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. C
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ngular Q
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reogenic C
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ngew
. C
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. Int. E

d., 

二
一



(2)

　複
合
糖
質
の
合
成
と
グ
リ
コ
シ
ル
化
反
応
に
関
す
る
研
究

　生
理
活
性
化
合
物
に
お
い
て
は
、
糖
質
の
存
在
が
生
理
活
性
発
現
の
鍵
を
握

る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
、
鈴
木
氏
は
複
合
糖
質
の
合
成
に
関

連
し
て
有
用
な
方
法
論
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
全
合
成

を
達
成
し
た
。
ま
ず
、
ル
イ
ス
酸
と
し
て
ハ
フ
ニ
ウ
ム
の
カ
チ
オ
ン
性
錯
体
を

用
い
、
反
応
性
に
優
れ
たO

－

グ
リ
コ
シ
ル
化
反
応
を
開
発
し
、
こ
れ
を
利
用

し
て
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
抗
生
物
質
の
全
合
成
を
達
成
し
た
。
こ
の
斬
新
な
反
応
は

Suzuki

法
と
し
て
、
細
胞
表
層
の
生
化
学
の
関
連
で
重
要
な
オ
リ
ゴ
糖
鎖
の
合

成
に
繁
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
七
〇
年
頃
か
ら
新
た
に
見
出
さ
れ
、
注

目
さ
れ
て
い
る
ア
リ
ー
ルC

－

グ
リ
コ
シ
ド
抗
生
物
質
の
合
成
に
お
い
て
も
顕

著
な
成
果
を
挙
げ
た
。
中
で
も
芳
香
環
と
糖
と
の
結
合
法
と
し
て
、
生
合
成
に

ヒ
ン
ト
を
得
た
反
応
（O

↓C

グ
リ
コ
シ
ド
転
位
反
応
）
を
開
発
し
、
こ
れ
を
駆

使
し
て
ギ
ル
ボ
カ
ル
シ
ン
、
サ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
な
ど
の
抗
腫
瘍
性
抗
生
物
質
の

合
成
を
完
成
し
た
。
こ
の
反
応
は
国
内
外
の
研
究
者
に
よ
り
天
然
物
合
成
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

(3)

　多
環
式
化
合
物
の
合
成
に
関
す
る
研
究

　鈴
木
氏
の
合
成
研
究
は
、
種
々
の
多
環
式
構
造
を
有
す
る
天
然
有
機
化
合
物

に
も
向
け
ら
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
生
理
活
性
物
質
の
宝
庫
で
あ
る
Ⅱ
型
ポ
リ
ケ

チ
ド
生
合
成
経
路
に
よ
り
産
生
さ
れ
る
多
環
式
構
造
群
に
、
合
成
研
究
を
展
開

し
た
。
こ
れ
ら
の
化
合
物
群
は
、
高
度
に
酸
化
さ
れ
、
多
く
の
不
斉
中
心
を
有

す
る
た
め
、
そ
の
合
成
は
困
難
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
同
氏
は
高
反
応
性

化
学
種
べ
ン
ザ
イ
ン
の
迅
速
発
生
法
を
開
発
し
、
斬
新
な
多
環
構
造
の
合
成
法

を
確
立
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
不
斉
中
心
を
有
す
る
多
環
構
造
の
立
体
選
択
的

構
築
の
た
め
、
立
体
選
択
的
な
ピ
ナ
コ
ー
ル
環
化
反
応
や
不
斉
べ
ン
ゾ
イ
ン
環

化
反
応
な
ど
を
開
発
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
カ
テ
キ
ン
系
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
類
の
分
野
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
化
合
物
群
は
天
然
に
広
く

存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
化
学
的
に
不
安
定
で
取
扱
い
が
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
純
粋
な
化
合
物
の
取
得
は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
鈴
木
氏
は
こ
れ

ら
の
化
合
物
群
の
単
量
体
お
よ
び
オ
リ
ゴ
マ
ー
を
純
粋
か
つ
自
在
に
合
成
す
る

道
を
開
き
、
こ
の
分
野
に
新
境
地
を
切
り
開
い
て
い
る
。

　以
上
の
よ
う
に
、
鈴
木
啓
介
氏
は
有
機
合
成
化
学
研
究
、
特
に
生
理
活
性
天

然
有
機
化
合
物
の
全
合
成
の
分
野
に
お
い
て
独
自
の
研
究
を
展
開
し
、
生
命
科

学
、
物
質
科
学
な
ど
周
辺
諸
分
野
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
顕
著
な
成
果
を
挙
げ

た
。
こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
り
有
機
合
成
化
学
協
会
賞
（
平
成
一
五
年
）、
文
部
科

学
大
臣
表
彰
科
学
技
術
賞
（
平
成
一
八
年
）、
日
本
化
学
会
賞
（
平
成
二
一
年
）、

フ
ン
ボ
ル
ト
賞
（
平
成
二
一
年
）、
紫
綬
褒
章
（
平
成
二
二
年
）
な
ど
が
授
与
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
よ
り
二
年
間
、
有
機
合
成
協
会
会
長
を
務
め

た
。

二
〇

主
要
論
文
、
総
説
及
び
著
書

Ⅰ
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. C
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. C
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. C
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. C
hem
. Int. E

d., 50, 4862-

4867 (2011).

24．

　

Y
. Y
am
ashita, Y

. H
irano, A

. T
akada, H

. T
akikaw

a, and K
. Suzuki, T

otal Syn-

thesis of the A
ntibiotic B

E
-43472, A

ngew
. C
hem
. Int. E

d., 52, 6658-6661 (2013).

25．

　

K
. K
itam
ura, Y

. M
aezaw

a, Y
. A
ndo, T

. M
atsum

oto, and K
. Suzuki, Synthesis of 

the Pluram
ycins 2: T

otal Synthesis and Structure A
ssignm

ent of Saptom
ycin B

, 

A
ngew

. C
hem
. Int. E

d., 53, 1262-1265 (2014).

Ⅱ
．

　主
要
総
説
お
よ
び
総
合
論
文

1．

　

K
. S
u
zu
ki, H

ighly
 Selective

 A
cyclic

 Stereocontrol B
ased

 on
 1,2-

R
earrangem

ent, J. Synth. O
rg. C
hem
. Jpn., 46, 365-377 (1988).

2．

　

K
. Suzuki, and T

. M
atsum

oto, C
p2M
C
l2-A
gX
 (M
=
Z
r, H
f): A
 R
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Ⅲ
．

　主
要
著
書

1．

　

K
. Suzuki and Y

. Y
asui, H

ybrid N
atural Products, in “

D
rugs B

ased on N
atural 

Products”, ed. by S. H
anessian, W

iley-V
C
H
, C
hapt. 13, pp 439-470 (2014).

2．

　
太
田
博
道
・
鈴
木
啓
介
、「
有
機
合
成
化
学
」
裳
華
房
、（
二
〇
〇
四
）

3．

　
鈴
木
啓
介
、「
天
然
有
機
化
合
物
の
合
成
戦
略
、－

岩
波
講
座
現
代
化
学
へ
の
入
門
一
〇

巻
」、
岩
波
書
店
、（
二
〇
〇
七
）

二
二

理
学
博
士
近
藤

　豊
氏
の
「
地
球
大
気
環
境
科

学
の
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　近
年
、
人
間
活
動
に
よ
る
地
球
規
模
で
の
大
気
組
成
の
変
化
が
人
類
の
生
存

環
境
と
し
て
の
気
候
と
大
気
の
質
と
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
大
気
組
成
の
変
化
を
把
握
し
、
そ
の
変
化
を
支
配
す
る
過
程
を
解
明

す
る
研
究
が
急
速
に
発
展
し
て
き
た
。
近
藤

　豊
氏
は
、
こ
の
新
し
く
生
ま
れ

た
「
地
球
大
気
環
境
科
学
」
と
呼
ぶ
べ
き
分
野
の
研
究
の
発
展
に
大
き
な
貢
献

を
し
て
き
た
。
そ
の
特
徴
は
一
貫
し
て
高
精
度
測
定
の
追
及
と
い
う
観
測
の
原

点
に
足
場
を
置
き
、
国
内
外
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
主
導
的
な
役
割
を

演
じ
な
が
ら
、
独
自
に
開
発
し
た
測
定
器
に
よ
り
気
球
、
航
空
機
、
地
上
観
測

を
世
界
各
地
で
実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
に
よ
っ
て
大
気
中
の
微
粒
子（
エ

ア
ロ
ゾ
ル
）、と
り
わ
け
炭
素
微
粒
子
の
実
態
を
解
明
し
て
そ
の
気
候
へ
の
影
響

を
明
ら
か
に
し
た
の
を
は
じ
め
、
成
層
圏
オ
ゾ
ン
の
破
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
対
流

圏
オ
ゾ
ン
を
生
成
す
る
化
学
過
程
の
統
一
的
理
解
な
ど
、
こ
の
分
野
の
重
要
課

題
の
解
明
に
傑
出
し
た
業
績
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
カ
ー
ボ
ン
（B

C

）
の
気
候
影
響
の
研
究

　炭
素
燃
料
の
不
完
全
燃
焼
に
よ
り
生
じ
る
黒
色
の
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ー
ボ
ン

（B
C

）
粒
子
は
可
視
部
の
太
陽
光
を
強
く
吸
収
し
、
地
球
温
暖
化
効
果
を
持
つ
。

ま
た
雪
氷
面
に
沈
着
し
たB

C

は
太
陽
光
を
吸
収
し
、
地
表
面
の
反
射
率
を
低

下
さ
せ
、
雪
氷
の
融
解
を
早
め
る
こ
と
で
北
極
域
の
温
暖
化
に
影
響
す
る
。
温

暖
化
効
果
の
強
さ
はB

C

粒
子
の
質
量
と
他
成
分
に
よ
る
被
覆
状
態
に
依
存
す

る
。
し
か
し
最
近
ま
で
、
個
々
のB

C

粒
子
の
質
量
お
よ
び
被
覆
状
態
を
正
確
に

測
定
で
き
る
手
法
が
な
く
、B

C

の
気
候
影
響
の
研
究
の
大
き
な
障
害
に
な
っ

て
い
た
。

　近
藤
氏
は
レ
ー
ザ
ー
光
の
吸
収
に
よ
り
加
熱
さ
れ
たB

C

が
発
す
る
白
熱
光

の
強
度
がB

C

質
量
の
み
に
依
存
す
る
こ
と
を
見
出
し
、B

C

質
量
測
定
の
基

準
を
確
立
す
る
（
レ
ー
ザ
ー
誘
起
白
熱
法
（L

II

法
））
と
い
う
先
駆
的
研
究
を

行
っ
た
。LII

法
の
物
理
的
基
礎
を
解
明
し
、
そ
れ
を
航
空
機
お
よ
び
地
上
で
の

B
C

の
測
定
に
用
い
る
こ
と
で
世
界
の
研
究
を
主
導
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま

たB
C

の
光
吸
収
を
増
大
さ
せ
る
被
覆
の
厚
さ
を
測
定
す
る
方
法
も
開
発
し
、

放
射
効
果
を
代
表
す
る
マ
ク
ロ
な
量
（B

C

の
質
量
濃
度
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
光
散

乱
・
吸
収
係
数
）
の
定
量
的
な
推
定
を
可
能
に
し
た
。
さ
ら
にB

C

の
光
吸
収
を

利
用
し
たB

C

質
量
濃
度
の
連
続
測
定
器C

O
SM
O
S

を
開
発
し
、
世
界
最
高

の
精
度
・
安
定
性
を
達
成
し
た
。B

C

の
定
義
が
測
定
法
に
よ
り
異
な
る
と
い

う
、
そ
れ
ま
で
や
む
な
く
許
さ
れ
て
き
た
混
乱
に
終
止
符
を
打
ち
、BC

研
究
の

二
三


